
１　 概況及び交通事故死者数の減少幅が縮小して
いる背景

　平成26年中の交通事故発生件数は57万3,842件
で，これによる死者数は4,113人，負傷者数は71
万1,374人であった（死傷者数は71万5,487人）。
　前年と比べると，発生件数は５万5,179件
（8.8％），死者数は260人（5.9％），負傷者数は
７万120人（9.0％）減少した（死傷者数は７万
380人（9.0％）減少）。
　交通事故による死者数は14年連続で減少とな
り，ピーク時（昭和45年：１万6,765人）の４分
の１以下となり，交通事故発生件数及び負傷者数
も10年連続で減少した。
　しかしながら，交通事故死者数の減少幅は縮小
傾向にあり，交通事故死者数全体に占める65歳以
上の高齢者の割合が高い水準で推移している。
　また，死者数の指標となる致死率についても２
年連続で上昇に転じており，死者数が減りにくい
状況となっており交通事故情勢は厳しい状況にあ
る（第1-4図）。
　死者数の減少幅が縮小している背景としては，

「高齢者人口の増加」，「シートベルト着用者率等
の頭打ち」，「飲酒運転による交通事故の下げ止ま
り」を挙げることができる。
⑴高齢者人口の増加
　高齢者は他の年齢層に比べて致死率が約６倍高
く，さらに，他の年齢層の人口が減少していく一
方で，高齢者人口は年々増加の一途をたどってい
る。このことが高齢者の交通事故死者数を減少し
にくくさせており，近年，全体の死者数の約半数
を占める高齢者の死者数が減りにくくなることに
より，全体の死者数の減少幅も縮小していると考
えられる（第1-5図）。
⑵シートベルト着用者率等の頭打ち
　エアバッグ装着車率は平成17年までにほぼ
100％，ABS装着車率は98.1％まで上昇したが，
シートベルト着用者率は，最近は90％台前半で横
ばい状態にある。これまで，シートベルト着用者
率，エアバッグ装着車率等の向上が自動車乗車中
の死者数減少に大きく寄与していたが，シートベ
ルト着用者率がかつてに比べ伸び悩んでいること
のほか，エアバッグ等装着車率が頭打ちとなって

平成26年中の道路交通事故の状況第２節

▶第1-4図 致死率及び死者数の推移

注　１　警察庁資料による。
　　２　致死率＝死者数÷死傷者数×100　　　
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▶第1-5図 高齢者及び高齢者以外の死者数の推移

注　警察庁資料による。

▶第1-6図 シートベルト着用者率等の推移

注　１　警察庁資料による。
　　２　シートベルト着用者率＝シートベルト着用死傷者数（自動車乗車中）÷死傷者数（自動車乗車中）×100
　　３　致死率（自動車乗車中）＝死者数（自動車乗車中）÷死傷者数（自動車乗車中）×100
　　４　エアバッグ，ABS装着車率の数値は（一社）日本自動車工業会資料による。（エアバッグは18年分から数値の公表を中止。）
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いることが死者数の減少幅が縮小している一因と
なっていると考えられる（第1-6図）。
⑶飲酒運転による交通事故の下げ止まり
　原付以上運転者（第１当事者（交通事故の当事
者のうち，過失が最も重い者又は過失が同程度の
場合は被害が最も軽い者をいう。以下同じ。））の
飲酒運転による事故での死亡事故率は，交通事故
全体の死亡事故率に比べて高くなっているが，近
年，飲酒運転による交通事故が下げ止まり傾向に
あり，これが死者数の減少を阻む一つの要因に
なっていると考えられる（第1-7図）。

２　交通死亡事故等の特徴
⑴年齢層別交通事故死者数及び負傷者数
　平成26年中の交通事故死者数を年齢層別にみる
と，65歳以上の高齢者（2,193人）が最も多く，
次いで50～59歳（411人），40～49歳（381人）の
順に多い。
　高齢者の死者数は前年に比べ減少（前年比－
110人，－4.8％）したものの，死者数のうち高齢
者の死者数が占める割合は53.3％と過去最高と
なった（第1-8図）。
　高齢者の死者数は，高齢者人口の増加などに
伴って，昭和50年代前半から増加傾向を示し，平
成５年には若者（16～24歳）を上回り，年齢層別

で最多の年齢層となった。その後，７年（3,241人）
をピークに概ね横ばいで推移し，14年以降は，ほ
ぼ毎年減少している。しかしながら，過去10年間
の推移をみると，25～29歳（平成16年の0.34倍），
若者（同0.36倍）などと比較して，高齢者（同0.71
倍）は減少率が少ないことから，全体に占める高
齢者の割合は年々増加している（第1-9図）。
　交通事故負傷者数を年齢層別にみると，30～39
歳（12万9,751人）と40～49歳（12万9,064人）の
年齢層が多く，両者で全体の36.3％を占めている。
前年と比べると，全ての年齢層で減少し，その中
でも30～39歳（１万4,207人減）と16～24歳（１万
3,449人減）の年齢層が特に減少した（第1-10図）。
⑵状態別交通事故死者数及び負傷者数等
　平成26年中の交通事故死者数を状態別にみる
と，歩行中（1,498人）が最も多く，次いで自動
車乗車中（1,370人）となっており，両者で全体
の69.7％を占めている（第1-11図）。
　交通事故死者数に占める割合が最も多い65歳以
上の年齢層について状態別にみると，歩行中がほ
ぼ半数（48.5％）を占め，次いで自動車乗車中
（27.4％），自転車乗用中（15.7％）の順に多い（第
1-12図）。
　状態別の交通事故死者数の推移をみると，昭和
50年以降，自動車乗車中の死者数が状態別で最多

▶第1-7図 飲酒運転による交通事故の構成率及び死者数の推移

注　１　警察庁資料による。
　　２　飲酒運転構成率＝飲酒運転による全人身事故件数（原付以上・１当）÷全人身事故件数（原付以上・１当）×100
　　３　飲酒運転構成率は，検知不能の場合を除く。
　　４　指数は，平成16年を100とした場合の値である。
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であったが，シートベルト着用率の向上などによ
り，平成５年（4,835人）をピークに減少に転じ，
その後は，ほぼ一貫して減少しており，歩行中死
者数との差は年々縮小し，20年には歩行中死者が
最多の状態となり，26年も継続している（第1-13
図）。
　交通事故負傷者数を状態別にみると，自動車乗

車中が46万6,769人と最も多く，全負傷者数の
65.6％を占めており，次いで自転車乗用中が10万
7,998人（15.2％）となっている（第1-14図）。
⑶状態別・年齢層別の交通事故死者数
　平成26年中の状態別の交通事故死者数を年齢層
別にみると，次のような特徴がみられる（第1-15
図）。

▶第1-8図 年齢層別交通事故死者数（平成26年）

注　警察庁資料により作成。

▶第1-9図 年齢層別交通事故死者数の推移

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，年齢層別死者数の構成率（％）である。
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　①　自動車乗車中については，65歳以上の年齢
層が全体の43.8％と最も多くを占めている。
　②　自動二輪車乗車中については，40～49歳の
年齢層が全体の24.7％と最も多くを占めている。
　③　原付乗車中については，65歳以上の年齢層
が全体の51.8％と最も多くを占めている。
　④　自転車乗用中及び歩行中については，65歳

以上の年齢層が，それぞれ全体の63.9％，71.0％
と最も多くを占めている。
　さらにこれを各年齢層別の人口100万人当たり
で比較すると
　①　自動車乗用中については，65歳以上の年齢
層が18.8人と最も多い。
　②　自動二輪車乗車中については，16歳～24歳

▶第1-10図 年齢層別交通事故負傷者数の推移

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，年齢層別死者数の構成率（％）である。

▶第1-11図 状態別交通事故死者数（平成26年）

注　警察庁資料による。
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▶第1-12図 高齢者の状態別交通事故死者数の推移

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
　　２　（　）内は，高齢者の状態別死者数の構成率（％）である。　

▶第1-13図 状態別交通事故死者数の推移

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
　　２　（　）内は，状態別死者数の構成率（％）である。
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の年齢層が8.8人と最も多い。
　③　原付乗車中については，65歳以上の年齢層
が4.1人と最も多い。
　④　自転車乗用中及び歩行中については，65歳
以上の年齢層が，それぞれ10.8人，33.3人と最も

多い。
　また，平成26年中の状態別・年齢層別の交通事
故死者数を前年と比較すると，65歳以上の歩行中
（54人減），自転車乗用中（33人減）が特に減少
した。その他では，16～24歳の自動車乗車中（24

▶第1-14図 状態別交通事故負傷者数の推移

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
　　２　（　）内は，状態別負傷者数の構成率（％）である。

▶第1-15図 平成26年中の状態別・年齢層別交通事故死者数

注　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。
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人減），60～64歳の原付乗車中（19人減）等が減
少し，一方で25～29歳の歩行中（９人増），50～
59歳の自動車乗車中（９人増）等が増加した（第
1-16図）。
⑷男女別・状態別の交通事故死者数
　平成26年中の交通事故死者数を男女別にみる

と，男性は自動車乗車中が36.0％を占め，女性は
歩行中が52.7％を占めた。
　10年前と比べると，男女とも減少しているが，
男性の減少（46.0％減）が顕著である（第1-17図）。
　また，年齢層別にみると，16～24歳の女性の自
動車乗車中，65歳以上の女性の歩行中と15歳以下

▶第1-16図 平成26年中の状態別・年齢層別交通事故死者数（対前年比）

注　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。

▶第1-17図 男女別・状態別交通事故死者数

注　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。
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▶第1-18図 男女別・状態別・年齢層別交通事故死者数（平成26年）

注　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。

▶第1-19図 原付以上運転者（第１当事者）の飲酒運転による交通事故件数，交通死亡事故件数の推移

注　警察庁資料により作成。
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▶第1-20図 シートベルト着用の有無別自動車乗車中死者数の推移

注　警察庁資料による。

▶第1-21図 乗車位置別シートベルト非着用者及びシートベルト着用者率の推移

注　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
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の男性の歩行中の占める割合が高い（第1-18図）。
⑸飲酒運転による交通事故発生状況
　平成26年中の原付以上運転者（第１当事者）の
飲酒運転による交通事故件数は4,155件（構成率
0.8％）で，前年と比べると179件（4.1％）減少し
た。交通死亡事故発生件数は227件（構成率6.2％）

で，前年と比べると11件（4.6％）減少した。
　飲酒運転による死亡事故は，平成14年以降，累
次の飲酒運転の厳罰化，飲酒運転根絶に対する社
会的気運の高まりにより大幅に減少してきたが，
20年以後は減少幅が縮小している（第1-19図）。

▶第1-22図 座席位置別・シートベルト着用有無別致死率（平成26年）

注　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。

▶第1-23図 チャイルドシート使用有無別死者数及び重傷者数の推移

注　警察庁資料により作成。ただし，「使用不明」は省略している。
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⑹シートベルト着用の有無別死者数
　平成26年中の自動車乗車中の交通事故死者数を
シートベルト着用の有無別にみると，非着用は
605人で，前年に比べて54人（8.2％）減少した（第
1-20図）。
　これまでシートベルト着用者率の向上が自動車

乗車中の死者数の減少に大きく寄与していたが，
シートベルト着用者率がかつてに比べて伸び悩ん
でいることが死者数の減少幅を縮少させている
（第1-21図）。
　平成26年中の自動車乗車中の死傷者をシートベ
ルト着用有無別の致死率でみると，非着用者の致

▶第1-24図 チャイルドシート使用者率，致死率及び死亡重傷率の推移

注　警察庁資料により作成。

▶第1-25図 チャイルドシート使用有無別致死率及び死亡重傷率（平成26年）

注　警察庁資料により作成。
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死率は着用者の14.3倍と高くなっている（第1-22
図）。
⑺チャイルドシート使用の有無別死傷者数
　平成26年中の６歳未満幼児の自動車同乗中の死
者数は，９人（うちチャイルドシート使用は３人）
であり，重傷者数は90人であった（第1-23図）。
　チャイルドシートの使用者率（６歳未満幼児の

自動車同乗中死傷者に占める使用の死傷者の割
合）は75.4％であり，前年と比較すると0.4ポイン
ト上昇し，近年は漸増傾向にある。
　６歳未満幼児の自動車同乗中の死亡重傷率は， 10
年前の1.54％から1.21％に低下している（第1-24図）。
　平成26年中のチャイルドシート使用有無別の死
亡重傷率をみると，正しく使用した場合に比べ，

▶第1-26図 交通事故死者数及び事故発生件数の月別推移

注　警察庁資料により作成。

▶第1-27図 曜日別一日平均死亡事故発生件数

注　警察庁資料により作成。
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不使用者は2.7倍，不適正使用者は6.0倍であり，致
死率をみると，不使用者は18.5倍となる（第1-25図）。
⑻月別，曜日別，昼夜別交通事故発生状況
　平成26年中の交通事故発生状況を月別，曜日別，
昼夜別にみると次のとおりである。
　ア　月別交通事故発生状況
　交通事故発生件数，交通事故死者数ともに12月
がピークとなっており，年の後半に多くなる傾向
が続いている（第1-26図）。
　イ　曜日別交通死亡事故発生件数
　曜日別一日平均交通死亡事故発生件数をみる
と，土曜日（11.7件），金曜日（11.4件），日曜日（11.1
件）の順に多い（第1-27図）。
　ウ　昼夜別交通事故発生状況
　交通事故全体でみると，夜間の発生が約４分の
１（27.3％）であったのに対して，交通死亡事故
でみると，夜間の発生がほぼ半数であった
（50.3％）。交通死亡事故件数を前年と比較すると，
昼夜間のいずれも減少し，特に夜間の交通死亡事
故件数は４年連続で減少した（第1-28図）。
⑼道路形状別交通死亡事故発生件数
　平成26年中の交通死亡事故発生件数を道路形状

別にみると，交差点内が最も多く（35.7％），次
いで一般単路（交差点，カーブ，トンネル，踏切
等を除いた道路形状をいう。）（32.6％），カーブ
（14.8％）の順になった（第1-29図）。
⑽第１当事者別の交通死亡事故発生件数
　平成26年中の第１当事者の交通死亡事故発生件
数を車種別にみると，自家用乗用車（50.0％）及
び自家用貨物車（18.3％）で全体の約７割を占め
ている（第1-30図）。
　自動車運転者が第１当事者となった交通死亡事
故発生件数は，減少傾向で推移している。10年前
と比較すると，16～24歳の若者は約３分の１に減
少したのに対し，65歳以上の高齢者は増加してい
る（第1-31図）。
⑾法令違反別交通死亡事故発生件数
　平成26年中の交通死亡事故発生件数を法令違反
別（第１当事者）にみると，安全運転義務違反が
56.8％を占め，中でも漫然運転（16.5％），脇見運
転（12.9％）が多い（第1-32図）。
⑿事故類型別交通死亡事故発生件数
　平成26年中の交通死亡事故発生件数を事故類型
別にみると，人対車両の横断中が最も多く

▶第1-28図 昼夜別死亡事故件数及び交通事故発生件数の推移（平成26年）

注　警察庁資料により作成。
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（25.6％），次いで車両単独の工作物衝突（15.5％），
車両相互の出会い頭衝突（13.5％）の順に多い（第
1-33図）。

３　高速自動車国道等における交通事故発生状況
⑴概況
　平成26年中の高速自動車国道等（高速自動車国
道及び指定自動車専用道路（道路交通法第110条

▶第1-29図 道路形状別死亡事故発生件数（平成26年）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。　　

▶第1-30図 車種別（第１当事者）死亡事故発生件数（平成26年）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。
　　３　乗用車は，ミニカー（１台）を含む。

▶第1-31図 自動車（第１当事者）運転者の若者・高齢者別死亡事故発生件数の推移

注　１　警察庁資料による。
　　２　平成16年を１とした指数
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第１項の規定により国家公安委員会が指定する自
動車専用道路）をいう。以下同じ。）における交
通事故発生件数は１万202件（うち交通死亡事故
189件）で，これによる死者数は204人，負傷者数
は１万8,062人であった（第1-34図）。
　前年と比べると，交通事故発生件数及び負傷者
数は減少し，死者数も23人（10.1％）減少した。
⑵死亡事故率
　高速自動車国道等は自動車専用の道路であり，

原則として平面交差がないことなどから事故率は
低く，高速自動車国道についてみれば，平成26年
で１億走行台キロ当たりの交通事故発生件数は
6.5件である。
　しかし，高速自動車国道等は高速走行となるた
め，わずかな運転ミスが交通事故に結びつきやす
く，事故が発生した場合の被害も大きく，関係車
両や死者も多数に及ぶ重大事故に発展することが
多い。このため，死亡事故率は，その他の道路の

▶第1-32図 法令違反別（第１当事者）死亡事故発生件
数（平成26年）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。

▶第1-33図 事故類型別死亡事故発生件数（平成26年）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。
　　３　横断歩道横断中には，横断歩道付近横断中を含む。

▶第1-34図 高速自動車国道等における交通事故発生状況の推移

注　警察庁資料による。
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約2.7倍である。
⑶事故類型別及び法令違反別発生状況
　平成26年中の高速自動車国道等における事故類
型別交通事故発生状況をみると，車両相互の事故
の割合（90.4％）が最も高い。車両単独事故の割
合（8.7％）は，その他の道路（3.3％）と比較し
て高くなっている。
　車両相互の事故では，車線上の停止車への追突
が最も多く，次いで走行車への追突が多くなって
いる。
　車両単独の事故では，防護さく等への衝突が最
も多く，次いで中央分離帯への衝突が多くなって
いる。また，法令違反別発生状況をみると，安全

運転義務違反が92.1％を占めており，その内容は
前方不注意（44.7％），動静不注視（23.0％），安
全不確認（11.2％），ブレーキ操作不適（5.3％）
が多い。
⑷昼夜別交通事故発生状況
　平成26年中の高速自動車国道等における昼夜別
交通事故発生状況をみると，交通事故全体では昼
間の発生（71.2％）が夜間の発生（28.8％）の約2.5
倍となっているが，交通死亡事故でみると，夜間
の発生（57.1％）が昼間の発生（42.9％）の約1.3
倍となっており，死亡事故率では夜間（3.7％）
が昼間（1.1％）の約3.3倍となっている。
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